
開講曜日・時間帯

月曜日　1時間目

1 第4～7回 基礎導入 1 第23回 実戦力アップ演習(4)
2 第8～11回 2 第24回
3 第12～14回 3 第25回
4 第15回 実戦力アップ演習(1) 4 第26回
5 第16回 5 復習テスト
6 復習テスト 6 第27回 実戦力アップ演習(5)
7 第17回 実戦力アップ演習(2) 7 第28回
8 第18回 8 第29回
9 第19回 9 第30回
10 第20回 10 第31回
11 復習テスト 11 復習テスト
12 第21回 実戦力アップ演習(3) 12 第32回 実戦力アップ演習(6)
13 第22回 13 第33回
14 期末テスト 14 期末テスト
15 追試予備日 15 追試予備日

教員紹介

日本語演習1 1年生 4 堀 美亜

２０２０年度　　日本語ビジネスコース　授業案内

授業科目名 開講年次 単位数 担当者名

　概要

日本で働く上で困らないレベルの漢字力を身に付け、漢字を通して日本語独特の表現や言い回
しなど、語彙全般に関しても知識を広げる。

　到達目標

N2以上の漢字の読み書きが出来るようになることを目標とする。

受講要件 評価方法　

授業計画　及び　学習内容
前期 後期

担当教員は複数の日本語学校で教鞭をとった経験を持つ。生きた日本語を身に付けられるよ
う、語彙の知識も織り込みながら授業を進め、日本語に対する興味を向上させるような授業を展
開していく。

テスト結果および平常点（授業態度・出席率）で総合的
に判定します。出席していても授業に参加していない場
合(居眠り、携帯電話いじり等)は、平常点をマイナスしま

テキスト 参考書　

『新完全マスターN2 漢字』
(購入)



開講曜日・時間帯

月曜日　2時間目

1 1 ユニット6ポイントを整理しよう
2 2 ユニット6使えるようになろう
3 3 ユニット6力試しテスト
4 4 ユニット1～6確認問題
5 5 ユニット7ポイントを整理しよう
6 6 ユニット7使えるようになろう
7 7 ユニット7力試しテスト
8 8 ユニット8ポイントを整理しよう
9 9 ユニット8使えるようになろう
10 10 ユニット8力試しテスト
11 11 ユニット9ポイントを整理しよう
12 12 ユニット9使えるようになろう
13 13 ユニット9力試しテスト
14 14 ユニット7～9確認問題
15 15 後期定期テスト

教員紹介

日本語演習3 1年生 4 蔡梅花

2０2０年度　　日本語ビジネスコース　授業案内

授業科目名 開講年次 単位数 担当者名

　概要

教科書で学んだ文型を運用できるようにするため、書き換える練習、文型を使って自分を表現す
る練習、ロールプレイ等の様々な練習を行う。

　到達目標　

社会人として必要なレベルの日本語の4技能（読む・書く・聞く・話す）を身に着けるための土台と
なる文法の確実な習得を目指す。

受講要件 評価方法　

定期試験、授業態度、授業参加度によって総合的に
判断する。

テキスト 参考書　

『レベルアップトレーニング
文法　N2』

『1回で合格！日本語能力試験N2　文法』

ユニット3力試しテスト

授業計画　及び　学習内容
前期 後期

ユニット1ポイントを整理しよう
ユニット1使えるようになろう
ユニット1力試しテスト
ユニット2ポイントを整理しよう
ユニット2使えるようになろう
ユニット2力試しテスト
ユニット3ポイントを整理しよう
ユニット3使えるようになろう

担当教員は中学校の教員として勤務した経験を有し、埼玉大学博士課程で日本語学を専攻し、
日本語教師の資格を取得した。北京師範大学で研修した後、日本語学校での勤務を経て大学
の非常勤講師を務めている。

ユニット4ポイントを整理しよう
ユニット4使えるようになろう
ユニット4力試しテスト
ユニット5ポイントを整理しよう
ユニット5使えるようになろう
前期定期テスト



開講曜日・時間帯

月曜日　3時間目

1 自己紹介する① 1 友達言葉で話す①
2 自己紹介する② 2 友達言葉で話す②
3 人を紹介する① 3 希望を言う①
4 人を紹介する② 4 希望を言う②
5 「誘う」表見① 5 第２回目　試験
6 「誘う」表見② 6 申し出る①
7 「断る」表見① 7 申し出る②
8 「断る」表見② 8 敬語を使う①
9 尋ねる　聞き返す① 9 敬語を使う②
10 第１回目　試験 10 頼む・断る①
11 尋ねる　聞き返す② 11 頼む・断る②
12 意味を聞く① 12 ほめる・ほめられる①
13 意味を聞く② 13 ほめる・ほめられる②
14 友達同士で話す　省略して話す① 14 総まとめ
15 友達同士で話す　省略して話す② 15 第３回目　試験

教員紹介

授業計画　及び　学習内容
前期 後期

外国人学習者が苦手にしているところを熟知し、それらをわかりやすく、説明していく。

試験（年３～４回）予定。授業態度、出席

テキスト 参考書　

『漫画で学ぶ　日本語会話術』 特になし。

　概要

学習者が日常生活で経験するさまざまな場面において。周囲と摩擦を起こさずに、コミュニケー
ションができるようにする。

　到達目標

１．いくつかの場面で、一般的によく使われるフレーズを知る。２謝罪、依頼など、いくつかの会話
のパターンを知り、それを使って自分で文を作る。

受講要件 評価方法　

ビジネス会話１ １年生 4 劉哲宗

２０２０年度　　日本語ビジネスコース　授業案内

授業科目名 開講年次 単位数 担当者名



開講曜日・時間帯

火曜日　2時間目

1 人と人との関係　家族　友達 1 自然　気候と天気　台風
2 知人・付き合い・恋人 2 休日・旅行
3 暮らし　お金・食事 3 健康のために　病気
4 買い物・時を表す 4 症状・治療
5 家で　朝・日課 5 第2回目　試験
6 料理・家事・引っ越し 6 ニュース　事件・事故
7 町　役所・ふるさと 7 政治・社会
8 交通・産業 8 ようす・イメージ　性格
9 学校で　勉強　試験 9 気分・イメージ
10 第１回目　試験 10 間違いやすい表見
11 大学・大学院 11 慣用句　①
12 会社で　就職・仕事 12 慣用句　②
13 上下関係 13 類語
14 お気に入り　趣味・スポーツ 14 総まとめ
15 ファッション 15 第3回目　試験
教員紹介

日本語演習2 １年生 4 劉哲宗

２０２０年度　　日本語ビジネスコース　授業案内

授業科目名 開講年次 単位数 担当者名

　概要

学習者が日本語能力試験、N２、あるいはN１合格を確実にする、また暮らしに役に立つ単語
を勉強する。同義後・類義語を含む。

　到達目標

１．最低限、日本語能力試験、N２合格をめざす。非漢字圏の学習者には漢字と関連する語彙
も取り上げる。

受講要件 評価方法　

授業計画　及び　学習内容
前期 後期

外国人学習者が苦手にしているところを熟知し、それらをわかりやすく、説明していく。

試験（年３～４回）予定。授業態度、出席

テキスト 参考書　

『はじめての日本語能力試験
N2単語　2500』

特になし。



開講曜日・時間帯

火曜日　3時間目

1 実戦ドリル第1回　文字・語彙・文法 1 文章の部分に注目する「対比、比喩をおさえる」
2 実戦ドリル第2回　文字・語彙・文法 2 実戦ドリル第9回　文字・語彙・文法
3 文章の部分に注目する「指示語」 3 文章の部分に注目する「二つの文章を比較する」
4 実戦ドリル第3回　文字・語彙・文法 4 実戦ドリル第10回　文字・語彙・文法
5 文章の部分に注目する「接続語」 5 文章全体に注目する「段落の関係からおさえる」
6 実戦ドリル第4回　文字・語彙・文法 6 実戦ドリル第11回　文字・語彙・文法
7 文章の部分に注目する「因果関係をとらえる」 7 文章全体に注目する「概要をおさえる」
8 実戦ドリル第5回　文字・語彙・文法 8 実戦ドリル第12回　文字・語彙・文法
9 文章の部分に注目する「言い換えに着目する」 9 文章全体に注目する「筆者の主張」
10 実戦ドリル第6回　文字・語彙・文法 10 実戦ドリル第13回　文字・語彙・文法
11 文章の部分に注目する「キーワードをつかむ」 11 文章全体に注目する「全体内容」
12 実戦ドリル第7回　文字・語彙・文法 12 実戦ドリル第14回　文字・語彙・文法
13 文章の部分に注目する「理由を確認する」 13 文の種類に注目する「電子メール」「評論」
14 実戦ドリル第8回　文字・語彙・文法 14 実戦ドリル第15回　文字・語彙・文法
15 前期定期試験 15 後期定期試験

教員紹介

日本語能力試験対策1 1年生 4 蔡梅花

２０２０年度　　日本語ビジネスコース　授業案内

授業科目名 開講年次 単位数 担当者名

　概要

文法と読解を中心に勉強し、文章を正確に理解する力を養成する。短文、中文、長文を繰り返し練習するこ
とによって、問いを解く技術を身につける。

　到達目標　

日本語能力試験N2、N1合格を目標とする。

受講要件 評価方法　

授業計画　及び　学習内容
前期 後期

担当教員は中学校の教員として勤務した経験を有し、埼玉大学博士課程で日本語学を専攻し、日本語教
師の資格を取得した。北京師範大学で研修した後、日本語学校での勤務を経て大学の非常勤講師を務め
ている。

定期試験、授業態度、授業参加度によって総合的に判断す
る。

テキスト 参考書　

『日本語能力試験N2直前対策ドリル
＆模試　文字・語彙・文法』

『1回で合格！日本語能力試験N2　読解』



開講曜日・時間帯

　水曜日　1時間目

1 1 音読・会話練習

2 2 Part1問題2・1～12

3 3 音読・会話練習

4 4 Part2問題1～7

5 5 音読・会話練習

6 6 Part3問題1～6

7 7 音読・会話練習

8 8 Part4問題1～40

9 9 音読・会話練習

10 10 Part5問題1～4

11 11 JLPT模擬試験(聴解)

12 12 解説、復習

13 13 後期の復習

14 14

15 15

教員紹介

日本語演習4 1年生 4 岩丸正範

２０２０年度　　日本語ビジネスコース　授業案内

授業科目名 開講年次 単位数 担当者名

　概要

日本語能力試験N2レベルの問題を出題形式ごとに解いていく。
スクリプトを活用した音読練習を取り入れる予定。

　到達目標　

N2聴解の合格点をとる力を身につける。自然な日本語を話せるようになる。

受講要件 評価方法　

期末テスト、小テスト、出席率、授業への取り組み方な
どを総合的に評価する。

テキスト 参考書　

プリントを配布します。
「ドリル＆ドリル　日本語能力試験N2聴解」
「UNICOM N2聞く」「N2聴解必修パターン」を使用予定。

統合理解1～15

授業計画　及び　学習内容

前期 後期

課題理解1～12

課題理解13～24

課題理解25～30、ﾎﾟｲﾝﾄ理解1～6

ﾎﾟｲﾝﾄ理解7～18

ﾎﾟｲﾝﾄ理解19～30

概要理解1～12

概要理解13～24

概要理解25～30、即時応答1～45

追試予備日 追試予備日

水産会社、繊維貿易会社などの勤務を経て、国内の日本語学校および技能実習施設で日本語
教師を務める。初級からEJU、面接試験対策、生活指導、進学指導を担当。現在、国内複数の
日本語学校で教壇に立つ。

JLPT模擬試験(N2聴解)

解説、復習

Part1問題1・1～14

前期の復習

期末テスト 期末テスト



開講曜日・時間帯

水曜日　2時間目

1 ガイダンス 1 仕事への取り組み方1　業務の内容
2 キャリアと仕事へのアプローチ1 2 仕事への取り組み方②　ＰＤＣＡ　
3 キャリアと仕事へのアプローチ② 3 仕事への取り組み方③　ＰＣ，メールの活用
4 会社の基本とルール1 4 社内文書と社外文書1
5 会社の基本とルール② 5 社内文書と社外文書②
6 仕事の基本となる８つの意識1 6 統計データの読み方
7 仕事の基本となる８つの意識② 7 統計データのまとめ方
8 仕事の基本となる８つの意識③ 8 情報収集とメディアの活用
9 コミュニケーションの基本1 9 新聞からの情報収集
10 コミュニケーションの基本② 10 日本経済の構造
11 指示の受け方と報告、連絡、相談1 11 経済環境の変化
12 指示の受け方と報告、連絡、相談② 12 新聞の読み方②
13 新聞の読み方1 13 新聞の読み方③
14 前期期末試験 14 後期期末試験
15 追試予備日 15 追試予備日

教員紹介

ビジネス知識1 1年生 4 村井和博

２０２０年度　　日本語ビジネスコース　授業案内

授業科目名 開講年次 単位数 担当者名

　概要

ビジネスの基本となるビジネス常識、企業活動、職業意識、情報収集などビジネスパーソンとし
て身につけておくべき知識を学びます。

　到達目標

ビジネス能力検定３級レベルの知識の習得を目指します。

受講要件 評価方法　

授業計画　及び　学習内容
前期 後期

生保会社、コンサルティング会社にて、マーケティング、貿易実務を担当。
現在、日本貿易実務検定協会講師として日本女子大学、東京スクールオブビジネス等で教壇に
立つ。

期末試験及び平常点（出席状況・受講態度）を勘案して
判定します。

テキスト 参考書　

ビジネス能力検定ジョブパス　　　　　3
級テキスト



開講曜日・時間帯

水曜日　3時間目

1 ビジネスマナーとは、挨拶の基本 1
2 社内外での自己紹介 2
3 身だしなみ、立ち振る舞いの基本 3
4 会社の基本と組織について 4
5 言葉のマナー 5
6 対人関係：ビジネス会話1 6
7 対人関係：ビジネス会話② 7
8 電話対応 8
9 来客対応 9
10 他社訪問 10
11 仕事のしかた（５Ｓ、ＰＤＣＡ） 11
12 ビジネス文書 12
13 慶弔時のマナー 13
14 期末テスト 14
15 全体のまとめ、テストの解説 15
教員紹介

ビジネスマナー（前期） 1年生 2 佐藤由里

２０２０年度　　日本語ビジネスコース　授業案内

授業科目名 開講年次 単位数 担当者名

　概要

日本企業で働くために必要なビジネスマナーと知識、コミュニケーション方法を指導する。

　到達目標
就職活動開始前に日本で働くために必要な基礎知識やマナーを身につけ、実践できるようにす
る。

受講要件 評価方法　

授業計画　及び　学習内容
前期 後期

担当教員は、企業での社長秘書や社内講師等の実務経験を経て、フルリバ・アシスト株式会社
を設立。現在は外国人留学生を含む院生、大学生、専門学校生や外国人社員を中心に、「ビジ
ネスマナー」をはじめ「日本で働くための必要な知識とスキル」、「就職対策」等の指導を行ってい
る。ＭＢＡ、教論一種免許状（中・高等学校）、秘書検定1級、ビジネス実務マナー検定1級　取
得。著書：「ガゼル企業　成長の法則　－ビジョナリ採用と育成ー」中央経済社

平常点（授業態度、積極性、出席率）、課題、中間試験・
期末結果で総合判定します。

テキスト 参考書　

必要に応じてプリントを配布します。

ロールプレイで学ぶビジネス日本語（上級レベル）
日本企業への就職　ビジネスマナーと企業への就職
日本企業への就職　ビジネス会話トレーニング



開講曜日・時間帯

水曜日　3時間目

1 オリエンテーション：キャリアデザインとは 1
2 将来像を描く 2
3 日本の就職活動スケジュール 3
4 日本で働くとは、日本との結びつき 4
5 自己分析と自己理解1　P.I.実施 5
6 自己分析と自己理解➁ 6
7 自己分析と自己理解➂ 7
8 業界・職種について 8
9 目標と計画策定 9
10 目標と計画策定 10
11 履歴書とエントリーシート 11
12 自己PR文を書く1 12
13 自己PR文を書く➁ 13
14 自己紹介と自己PRの練習 14
15 自己紹介と自己PRの確認 15
教員紹介

授業計画　及び　学習内容
前期 後期

担当教員は、三菱商事に35年間勤務。そのうち海外（4ヵ国）勤務は14年。現在は日本国外の大学に
てキャリア開発、インターンシップ、キャリアデザイン、グローバル人材開発、日本経営など幅広い分
野で日本人学生、外国人学生を指導。著書：「楽しいキャリアデザイン」「面接力をつける本」他

テスト結果、課題、及び、平常点（授業態度・出席率）で
総合的に判定します。出席していても授業に参加してい
ない場合は、平常点をマイナスします。

テキスト 参考書　

必要に応じてプリントを配布します。
楽しいキャリアデザイン、フルリバ・アシスト面接指導教
材　他

　概要

自己分析、自己理解を通して、将来のキャリアプランを立て、日本における就職活動に備える。

　到達目標
自分だけの（自分らしい）キャリアプランを立てる、就職活動に対する意識を持たせる、自分の言葉で
自己PRをする

受講要件 評価方法　

キャリアデザイン（後期） 1年生 2 佐藤勝彦

２０２０年度　　日本語ビジネスコース　授業案内

授業科目名 開講年次 単位数 担当者名



開講曜日・時間帯

木曜日　1時間目

1 4/9　ホテル運営管理1 1 10/8　宴会業務1
2 4/16　ホテル運営管理2 2 10/15　宴会業務2
3 4/23　ホテル運営管理3 3 10/22　宴会業務3
4 4/30　ホテル英語 4 10/29　ホスピタリティの感性を磨く＜2＞
5 5/7　宿泊業務1 5 11/5　調理業務1
6 5/14　宿泊業務2 6 11/12　ホスピタリティの企業事例　
7 5/21　ホテル、レストランビジネス概要 7 11/19　調理業務2
8 5/28　宿泊業務3 8 11/26　調理業務3
9 6/11　飲料業務1 9 12/3　検定2級模擬試験1
10 6/18　飲料業務2 10 12/10　検定2級模擬試験1・回答解説
11 6/25　はじめに　接遇・作法とはetc 11 12/17　ホスピタリティの自己表現＜1＞
12 7/2　飲料業務3 12 1/7　検定2級模擬試験2
13 7/9　飲料業務4 13 1/14　検定2級模擬試験2・回答解説
14 7/16　ホスピタリティとは＜1＞ 14 1/21　ホスピタリティの自己表現＜2＞
15 8/27　ホスピタリティとは＜2＞ 15 1/28　【特別講義】食文化1
16 9/3　ホスピタリティの感性を磨く＜1＞ 16 2/4　【特別講座】食文化2
17 9/10　前期試験 17 2/18　期末試験
18 9/17　追試 18 2/25　追試

教員紹介

ホテルビジネス　　　　　　実
務検定対策

1年生 4 岡田・山田

２０２０年度　　日本語ビジネス学科・日中通訳翻訳学科　授業案内

授業科目名 開講年次 単位数 担当者名

　概要

一般財団法人　日本ホテル教育センターの基礎編2級の該当５科目を指導する

　到達目標　

2021年3月初旬のホテルビジネス検定試験・ベーシック２級合格を目指す

受講要件 評価方法　

授業計画　及び　学習内容
前期 後期

山田先生はＨ検定対策講師のスペシャリストで、数々のホテルマンの育成に携わり、現在もオープンを控えるホテルの社員
研修講師として勢力的に活動。また岡田先生はホテル、レストラン、ブライダル業界で長く活躍され、天皇皇后陛下、皇族、
各国賓客のサービスの指揮をするなど、おもてなしのプロフェッショナル。現在、ホスピタリティ・マネジメントの普及に尽力し
ている。

基礎編2級該当５科目
5科目終了時に20問程度のミニテストを行い
最初の３科目平均を上期、2科目を下期に評価する

テキスト 参考書　

日本ホテル教育センター認定
ホテルビジネス（基礎編）

各科目の中身を自作パワーポイント
スライドショーで説明



開講曜日・時間帯

　
木曜日　2時間目

1 ニュース1　ディスカッション 1 ニュース4　ディスカッション
2 エッセイ1　ディスカッション 2 エッセイ4　ディスカッション
3 新聞記事1　ディスカッション 3 新聞記事4　ディスカッション
4 物語1　内容をまとめる練習 4 物語4　内容をまとめる練習
5 評論1　ディスカッション 5 評論4　ディスカッション
6 ニュース2　ディスカッション 6 ニュース5　ディスカッション
7 エッセイ2　ディスカッション 7 エッセイ5　ディスカッション
8 新聞記事2　ディスカッション 8 新聞記事5　ディスカッション
9 物語2　内容をまとめる練習 9 物語5　内容をまとめる練習
10 評論2　ディスカッション 10 評論5　ディスカッション
11 ニュース3　ディスカッション 11 ニュース6　ディスカッション
12 新聞記事3　ディスカッション 12 新聞記事6　ディスカッション
13 物語3　内容をまとめる練習 13 物語6　内容をまとめる練習
14 評論3　ディスカッション 14 評論6　ディスカッション
15 前期定期テスト 15 後期定期テスト

教員紹介

新聞・ビジネス誌
購読演習1

1年生 4 蔡梅花

２０２０年度　　日本語ビジネスコース　授業案内

授業科目名 開講年次 単位数 担当者名

　概要

新聞記事、評論、エッセイ、物語など様々なジャンルの文章を読みながら、既習の語彙、文法を
確認し、内容をまとめる練習とディスカッションを行う。

　到達目標　

日本語の文章を正確に理解する力と表現力を養成する。

受講要件 評価方法　

授業計画　及び　学習内容
前期 後期

担当教員は中学校の教員として勤務した経験を有し、埼玉大学博士課程で日本語学を専攻し、
日本語教師の資格を取得した。北京師範大学で研修した後、日本語学校での勤務を経て大学の
非常勤講師を務めている。

定期試験、授業態度、授業参加度によって総合的に
判断する。

テキスト 参考書　

オリジナル生教材



開講曜日・時間帯

金曜日　1時間目

1 Windows 10 の概要 1 Excel の概要
2 Microsoft Office の概要 2 . 基本操作・画面操作
3 keyboad の活用 3 . 表の作成と流れ
4 PCの環境設定とword 4 . 四則演算と関数1
5 word ページ設定等 5 . 四則演算と関数②
6 . 表の挿入等 6 . 表の編集
7 . 通信文の作成1 7 . グラフの作成
8 . 画像の挿入等  typing 8 . データベース機能1
9 . グラフの挿入等 9 . データベース機能②
10 . オートシェイプの活用 10 . 印刷・準備と実行
11 . 通信文の作成② 11 . 配列関数1
12 . 通信文の作成③ 12 . 配列関数②
13 . 総合演習1 13 . 関数の作成
14 . 総合演習② 14 . マクロの作成
15 word 実技試験 15 Excel 実技試験

教員紹介

情報処理1 1年生 4 秋山美樹

２０２０年度　　日本語ビジネスコース　授業案内

授業科目名 開講年次 単位数 担当者名

　概要

学生及び社会人としての活動に不可欠となっている、コンピュータ操作の基本を身に着ける
ことを目標とする。

　到達目標
　コンピュータをツールとして活用するための基礎知識と技術。どのような場面で利用したらよい
かの判断力を身に着ける。

受講要件 評価方法　

授業計画　及び　学習内容
前期 後期

情報システムの業務に従事しており、ＬＡＮの構築及びイラストレータ等のDTPにも精通しており
ます。　また、日本における理科と情報の教員免許を有し、長年教育に携わっています。

毎回の授業での提出物および定期試験結果

テキスト 参考書　

プリント



開講曜日・時間帯

金曜日　2時間目

1 新人歓迎（自己紹介）1 1 お世話になった人へのあいさつ1
2 新人歓迎（自己紹介）② 2 お世話になった人へのあいさつ②
3 仕事の引継ぎ1 3 報告1
4 仕事の引継ぎ② 4 報告②
5 取引先訪問1 5 トラブル対応1
6 取引先訪問② 6 トラブル対応②
7 人材会社の人と会う約束1 7 提案1
8 人材会社の人と会う約束② 8 提案②
9 人材会社の人と面談1 9 ランチ（評価・誘い）
10 人材会社の人と面談② 10 ランチ（感想・雑談）
11 面接1 11 プレゼン1
12 面接② 12 プレゼン②
13 面接1③ 13 プレゼン③
14 期末試験 14 期末試験
15 追試予備日 15 追試験予備日
教員紹介

ビジネス会話 1年生 4 齋藤佐和子

２０２０年度　　日本語ビジネスコース　授業案内

授業科目名 開講年次 単位数 担当者名

　概要

ビジネスシーンでのやり取り、表現をテキストに収録されている会話を参考にし、口頭練習や会
話の作成を行い、日本語力中級レベルでの実践的な会話習得を行う。

　到達目標

1ビジネスシーンを想定し、人と話すときに詰まらずに、スピードをもってわかりやすく話せるよう
になる。②就職の面接を想定し、受け答えと志望理由が言える。

受講要件 評価方法　

授業計画　及び　学習内容　（内容は変わる場合がある）
前期 後期

日本語教師の資格を有し、長年日本語教育に従事している。日本での生活に実際に役立つ会
話、進学、就職に備えた会話の習得を可能にする授業を行う。

テスト結果および平常点（授業態度・出席率）で総合的
に判定する。出席していても授業に参加していない場合
は平常点をマイナスする。

テキスト 参考書　

プリントを配布する。『人を動か
す！実践ビジネス日本語会話
中級1、2』他を使用。

『ビジネスのための日本語』『日本語でビジネス』他



開講曜日・時間帯

金曜日　3時間目

1 日本の生活　住居 1 日本の伝統・芸能　茶道
2 衣・食・住 2 柔道・空手・相撲
3 暮らし　家族構成 3 日本の祭り・遊び
4 生活リズム・休暇 4 日本のサブカルチャー
5 日本社会システム 5 第２回目　試験
6 生活インフラ 6 スポーツ
7 日本のメディア 7 日本の政治・社会
8 日本の学校　金融　 8 日本の教育・歴史
9 医療・行政 9 日本の宗教
10 第１回目　試験 10 日本の地理　①
11 日本の慣習 11 日本の地理　②
12 礼儀・作法 12 日本の気候
13 冠婚葬祭 13 映画鑑賞
14 年中行事 14 総まとめ
15 贈答 15 第３回目　試験

教員紹介

日本事情 １年生 4 劉哲宗

２０２０年度　　日本語ビジネスコース　授業案内

授業科目名 開講年次 単位数 担当者名

　概要

外国人の学習者が日本の習慣、日本のマナー、日常生活などについて理解を深める。

　到達目標

日本人、日本の社会、習慣、マナーなどを理解し、日本での生活に役に立つことを目指す。

受講要件 評価方法　

授業計画　及び　学習内容
前期 後期

外国人学習者が苦手にしているところを熟知し、それらをわかりやすく、説明していく。

試験（年3～4回）予定。授業態度、出席

テキスト 参考書　

プリントを配る 特になし。



秀林外語専門学校

開講曜日・時間帯

月曜日・4限目

1 授業オリエンテーション 1 初級韓国語6
2 ハングルの読み方書き方1 2 初級韓国語7
3 ハングルの読み方書き方2 3 初級韓国語8
4 ハングルの読み方書き方3 4 初級韓国語9
5 ハングルの読み方書き方4 5 初級韓国語10
6 ハングルの読み方書き方5 6 初級韓国語11
7 ハングルの読み方書き方6 7 初級韓国語12
8 中間試験 8 中間試験
9 初級韓国語 1 9 初級韓国語13
10 初級韓国語 2 10 初級韓国語14
11 初級韓国語 3 11 初級韓国語15
12 初級韓国語 4 12 初級韓国語16
13 初級韓国語 5 13 初級韓国語17
14 学期末試験 14 学期末試験
15 試験考察・講評等 15 試験考察・講評等

教員紹介
元外務省専門調査員、通訳案内士、企業・官公庁にて韓日通訳翻訳・韓国語講師

授業計画　及び　学習内容
前期 後期

日本語での授業が受けられる者
平常点（出席率、授業態度、課題等）： 20%
小テスト等：30%
試験等：50%

テキスト 参考書　

自作テキスト、参考書等 講義中に案内する

　概要

　世界において韓国語は約9000万人が使う言語である。それほど多くはないが、21世
紀に入り、ビジネスだけでなく、KPOPや韓流ドラマ、韓国映画等がアジアを中心に全
世界的に人気を得ている。そのような韓国語に触れ、勉強することでビジネスや文化、韓
国エンタテインメントを直接理解できるようになれば、自分の世界がより広がることにな
る。

　到達目標

　ハングルの読み書きができ、日常での簡単な会話において意思疎通ができる。

受講要件 評価方法　

２０20年度　         　　授業案内

授業科目名 開講年次 単位数 担当者名

韓国語入門 １年次 4 坂本



開講曜日・時間帯

月曜日　2時間目

1 自己紹介する① 1 友達言葉で話す①
2 自己紹介する② 2 友達言葉で話す②
3 人を紹介する② 3 希望を言う①
4 人を紹介する① 4 希望を言う②
5 「誘う」表見① 5 第２回目　試験
6 「誘う」表見② 6 申し出る①
7 「断る」表見① 7 申し出る②
8 「断る」表見② 8 敬語を使う①
9 尋ねる　聞き返す① 9 敬語を使う②
10 第１回目　試験 10 頼む・断る①
11 尋ねる　聞き返す② 11 頼む・断る②
12 意味を聞く① 12 ほめる・ほめられる①
13 意味を聞く② 13 ほめる・ほめられる②
14 友達同士で話す　省略して話す① 14 総まとめ
15 友達同士で話す　省略して話す② 15 第３回目　試験

教員紹介

ビジネス会話3 2年生 4 劉哲宗

２０２０年度　　日本語ビジネスコース　授業案内

授業科目名 開講年次 単位数 担当者名

　概要

学習者が日常生活で経験するさまざまな場面において。周囲と摩擦を起こさずに、コミュニケー
ションができるようにする。

　到達目標

1．いくつかの場面で、一般的によく使われるフレーズを知る。２．謝罪、依頼など、いくつかの会
話のパターンを知り、それを使って自分で文を作る。

受講要件 評価方法　

授業計画　及び　学習内容
前期 後期

外国人学習者が苦手にしているところを熟知し、それらをわかりやすく、説明していく。

試験（年３～４回）予定。授業態度、出席

テキスト 参考書　

『漫画で学ぶ　日本語会話術』 特になし。



開講曜日・時間帯

　
月曜日　3時間目

1 1 意味が似ている表現　p112～p119
2 2 意味が似ている表現　p120～p127
3 3 意味が似ている表現　p128～p135
4 4 意味が似ている表現　p136～p143
5 第1回小テスト 5
6 6 意味が似ている表現　p144～p151
7 7 意味が似ている表現　p152～p159
8 8 意味が似ている表現　p160～p167
9 第2回小テスト 9 意味が似ている表現　p168～p175
10 10
11 11 意味が似ている表現　p176～p183
12 12 意味が似ている表現　p184～p191
13 13 意味が似ている表現　p192～p199
14 14 意味が似ている表現　p200～p211
15 15

教員紹介

日本語演習7 2年生 4 蔡梅花

２０２０年度　　日本語ビジネスコース　授業案内

授業科目名 開講年次 単位数 担当者名

　概要

それぞれの表現の違いをマンガで分かりやすく、楽しく学ぶことにより、定着を図り、学習効果を
上げる。

　到達目標　

言い方や意味が似ている上級レベルの表現の違いが分かるようにする。

受講要件 評価方法　

定期試験、授業態度、授業参加度によって総合的に
判断する。

テキスト 参考書　

『マンガで学ぶ　日本語上級
表現使い分け100』

意味が似ている表現　p72～p79 第4回小テスト

授業計画　及び　学習内容
前期 後期

言い方が似ている表現　p10～p17
言い方が似ている表現　p18～p25
言い方が似ている表現　p26～p33
言い方が似ている表現　p34～p41

第3回小テスト
言い方が似ている表現　p42～p49
言い方が似ている表現　p50～p57
言い方が似ている表現　p58～p69

担当教員は中学校の教員として勤務した経験を有し、埼玉大学博士課程で日本語学を専攻し、
日本語教師の資格を取得した。北京師範大学で研修した後、日本語学校での勤務を経て大学の
非常勤講師を務めている。

意味が似ている表現　p80～p87
意味が似ている表現　p88～p95
意味が似ている表現　p96～p103
意味が似ている表現　p104～p111
前期定期試験 後期定期試験



開講曜日・時間帯

月曜日　4時間目

　授業計画　及び　学習内容

　教員紹介

日越通訳・翻訳 2年次 4 グエン チュン ベト

2020年度　　日本語ビジネスコース　授業案内
授業科目名 開講年次 単位数 担当者名

　概要

ビジネスにおいてベトナム学生が苦手なビジネス日本語会話を重点的に練習する。実際にある様々な
シチュエーションを通じ、聞く力、話す力を磨き、通訳ならでは（日本語-ベトナム語通訳、ベトナム語-
日本語通訳）のスキルを習得する。上記の訓練を通じコミュニケーション能力の向上を図る。

　到達目標

将来、実用性の高いシチュエーションを通じて、臨機応変に通訳できるようにする。
また、丁寧なベトナム語、適切な表現を活用できるようにする。

　受講要件 　評価方法　

N2相当レベル

講義全体を100点満点として採点する。中間テスト20
点、定期試験30点、授業への態度・出席状況50点か
ら成績評価を行う。なお、出席全体の2/3以下の場合
は、成績評価の対象外となる。

　テキスト 　参考書　

・「BAI DICH MAU NHAT-VIET（日越通訳文書)」 TRI
THUC出版社
・ベトナム文化　国家政治出版社
・就活・仕事のにほんご会話　アスク出版
・「VIETJO新聞」　「NHK放送」

前期 後期

１．オリエンテーション＆通訳概要 1．日越通訳実習（やさしいニュース）

２．日越通訳実習（区役所の手続き） ２．越日通訳実習（実習生の窃盗事件）

３．越日通訳実習（携帯電話契約） ３．越日通訳実習（実習生の窃盗事件）

４．日越通訳実習（実習生と病院付き添い） ４．グループディスカッション

５．グループディスカッション ５．日越通訳実習（観光案内：浅草）

６．越日通訳実習（会社説明） ６．越日通訳実習（会議通訳）

７．日越通訳実習（会社訪問・工場見学） ７．グループディスカッション

８．グループディスカッション ８．日越通訳実習（ビジネス交渉・米朝首脳会談）

９．越日通訳実習（スピーチ通訳） ９．越日通訳実習（契約交渉）

１０．越日通訳実習（スピーチ通訳） １０．越日通訳実習（ビジネス商談）

１１．ベトナム文化の紹介（スライド説明）＆復習 １１．越日通訳実習（ビジネス商談）＆復習

１２．中間テスト １２．期末テスト

講師は、ハノイ国立大学で日本学を学び、来日後は事業創造大学院で経営学を専攻。大学院在学中
は実習生のサポートアルバイトをしながらMBAを取得、大学院修了後はベトナム労働・傷病兵・社会
問題省副大臣の通訳を担当。日本の公共機関における翻訳業務にも携わっている。



開講曜日・時間帯

火曜日　1時間目

1 1
2 2
3 3
4 4
5 5
6 6
7 7
8 8
9 9
10 10
11 11
12 12
13 13
14 14
15 15

教員紹介

文章の細かい部分を正確に読み取る「下線部の意味を問う」

実戦ドリル第8回　文字・語彙・文法
前期定期試験

実戦ドリル第14回　文字・語彙・文法
情報検索
実戦ドリル第15回　文字・語彙・文法
後期定期試験

実戦ドリル第1回　文字・語彙・文法
実戦ドリル第2回　文字・語彙・文法
文章全体の意味を捉える　「対比」
実戦ドリル第3回　文字・語彙・文法
文章全体の意味を捉える　「言い換え」
実戦ドリル第4回　文字・語彙・文法
文章全体の意味を捉える　「比喩」
実戦ドリル第5回　文字・語彙・文法
文章全体の意味を捉える　「疑問提示文」
実戦ドリル第6回　文字・語彙・文法
文章の細かい部分を正確に読み取る　「指示語」
実戦ドリル第7回　文字・語彙・文法

実戦問題　内容理解（長文1）
実戦ドリル第12回　文字・語彙・文法
実戦問題　主張理解（長文）
実戦ドリル第13回　文字・語彙・文法
統合理解

日本語能力試験対策2 2年生 4 蔡梅花

２０２０年度　　日本語ビジネスコース　授業案内

授業科目名 開講年次 単位数 担当者名

　概要

文法と読解を中心に勉強し、文章を正確に理解する力を養成する。短文、中文、長文を繰り返し練習することに
よって、問いを解く技術を身につける。

　到達目標　

日本語能力試験N2、N1合格を目標とする。

受講要件 評価方法　

授業計画　及び　学習内容
前期 後期

担当教員は中学校の教員として勤務した経験を有し、埼玉大学博士課程で日本語学を専攻し、日本語教師の
資格を取得した。北京師範大学で研修した後、日本語学校での勤務を経て大学の非常勤講師を務めている。

定期試験、授業態度、授業参加度によって総合的に判断す
る。

テキスト 参考書　

『日本語能力試験N1直前対策ドリル＆
模試　文字・語彙・文法』

『新完全マスター読解　日本語能力試験N1』

文章の細かい部分を正確に読み取る　「理由を問う」

実戦ドリル第9回　文字・語彙・文法
文章の細かい部分を正確に読み取る　「例を問う」
実戦ドリル第10回　文字・語彙・文法
実戦問題　内容理解（中文）
実戦ドリル第11回　文字・語彙・文法



開講曜日・時間帯

火曜日　２時間目

1 概要説明。ミニテスト 1 ボキャ、人事役職　リスニング店での会話
2 英会話基本表現　　挨拶 2 ボキャ、日常業務　リスニング電話の会話
3 英会話基本表現　　挨拶自己紹介 3 ボキャ　物流　リスニング　その他会話
4 テーマ　買い物、レストラン 4 ボキャ　顧客サービス　リスニングまとめ
5 テーマ　　交通、通勤 5 ボキャブラリーまとめ
6 テーマ　インターネット 6 ボキャブラリー小テスト
7 テーマ　オフィスでの会話　依頼 7 ボキャ契約　リーディング　予定表、注文書
8 テーマ　オフィスでの会話　提案 8 ボキャ財務　リーディング　送り状　指示文
9 テーマ　オフィスでの会話　申し出 9 ボキャ給与、手当　リーディング広告、求人
10 総復習 10 ボキャ交渉取引　リーディング　掲示、告知
11 リスニング強化 11 ボキャブラリーまとめ　リスニング　アナウンス
12 リスニング強化 12 ボキャブラリー小テスト　リスニング　スピーチ
13 前期期末テストのまとめ 13 後期期末テストまとめ
14 前期期末テスト 14 後期期末テスト
15 予備日 15 予備日
教員紹介

ビジネス英語 2年生 4 島田真也子

２０２０年度　　日本語ビジネスコース　授業案内

授業科目名 開講年次 単位数 担当者名

　概要

英語での自己表現、進学、就職に必要な英語力をつける。リスニング力をつける。

　到達目標

英語での自己表現ができるようにする。進学、就職に必要な英語力をつける。

受講要件 評価方法　

授業計画　及び　学習内容
前期 後期

担当教員は、英語教員免許を有し、企業での通訳翻訳の仕事や海外生活での経験を生かし、広
い視野で、社会で使える英語を習得できるよう、授業を展開する。

英語の基本的知識が必要。 定期テスト＋出席日数＋授業態度

テキスト 参考書　

TOEICテキストを使用 英会話、TOEICテキストのコピー



開講曜日・時間帯

水曜日　1時間目

1 日本での就職活動の流れ 1
2 履歴書の書き方① 2
3 履歴書の書き方➁ 3
4 自己分析① 4
5 自己分析➁ 5
6 履歴書を書き上げる 6
7 面接の流れ 7
8 グループ面接練習① 8
9 グループ面接練習➁ 9
10 グループディスカッション① 10
11 グループディスカッション➁ 11
12 個人面接練習① 12
13 個人面接練習➁ 13
14 個人面接練習➂ 14
15 試験 15
教員紹介

就職対策（前期） 2年生 2 佐藤由里

２０２０年度　　日本語ビジネスコース　授業案内

授業科目名 開講年次 単位数 担当者名

　概要

日本での就職活動の流れを理解し、履歴書の作成～面接練習を行い、日本での就職活動に備
える。

　到達目標

履歴書の完成、日本語での面接に慣れる

受講要件 評価方法　

授業計画　及び　学習内容
前期 後期

担当教員は、企業での社長秘書や社内講師等の実務経験を経て、フルリバ・アシスト株式会社
を設立。現在は外国人留学生を含む院生、大学生、専門学校生や外国人社員を中心に、「ビジ
ネスマナー」をはじめ「日本で働くための必要な知識とスキル」、「就職対策」「キャリア指導」等の
指導を行っている。ＭＢＡ、教論一種免許状（中・高等学校）、秘書検定1級、ビジネス実務マナー
検定1級　取得。著書：「ガゼル企業　成長の法則　－ビジョナリ採用と育成ー」中央経済社

テスト結果、課題、及び、平常点（授業態度・出席率）で
総合的に判定します。出席していても授業に参加してい
ない場合は、平常点をマイナスします。

テキスト 参考書　

必要に応じてプリントを配布します。
外国人留学生のための就活ガイド、楽しいキャリアデザ

イン、フルリバ・アシスト面接指導教材　他



開講曜日・時間帯

　水曜日　2時間目

1 1 日本語総まとめN1漢字 第2週1、2日目

2 2 日本語総まとめN1漢字 第2週3、4日目

3 3 日本語総まとめN1漢字 第2週5、6日目

4 4 日本語総まとめN1漢字 第2週7日目

5 5 日本語総まとめN1漢字 第3週1、2日目

6 6 日本語総まとめN1漢字 第3週3、4日目

7 7 日本語総まとめN1漢字 第3週5、6日目

8 8 日本語総まとめN1漢字 第3週7日目

9 9 日本語総まとめN1漢字 第4週1、2日目

10 10 日本語総まとめN1漢字 第4週3、4日目

11 11 日本語総まとめN1漢字 第4週5、6日目

12 12 日本語総まとめN1漢字 第4週7日目

13 13 日本語総まとめN1漢字 第5週1、2日目

14 14

15 15

教員紹介

日本語演習5 2年生 4 岩丸正範

２０２０年度　　日本語ビジネスコース　授業案内

授業科目名 開講年次 単位数 担当者名

　概要

漢字の意符、音符から漢字の意味や読みを自分で考えることにより、「類推力」「記憶力」を高める。
漢字を使った句(文)のコーラスやディクテーションも積極的に取り入れる予定。

　到達目標　

N2読解、聴解(語彙)問題の得点アップを目標とする。

受講要件 評価方法　

漢字リストの予習
期末テスト、小テスト、出席率、授業への取り組み方な
どを総合的に評価する。

テキスト 参考書　

『新完全マスターN2漢字』
『日本語総まとめN1漢字』

新完全マスターN2漢字復習

授業計画　及び　学習内容
前期 後期

新完全マスターN2漢字 42回、43回

新完全マスターN2漢字 43回、44回

新完全マスターN2漢字 45回、46回

新完全マスターN2漢字 46回、47回

新完全マスターN2漢字 48回、49回

新完全マスターN2漢字 49回、50回

新完全マスターN2漢字 51回、52回

新完全マスターN2漢字 52回、53回

追試予備日 追試予備日

水産会社、繊維貿易会社などの勤務を経て、国内の日本語学校および技能実習施設で日本語教師
を務める。初級からEJU、面接試験対策、生活指導、進学指導を担当。現在、国内複数の日本語学
校で教壇に立つ。

日本語総まとめN1漢字 第1週1、2日目

日本語総まとめN1漢字 第1週3、4日目

日本語総まとめN1漢字 第1週5、6日目

日本語総まとめN1漢字 第1週7日目

期末テスト 期末テスト



開講曜日・時間帯

水曜日　3時間目

1 ガイダンス 1 ビジネス文書の基本①　議事録・報告書
2 ビジネス環境とキャリアマネジメント 2 ビジネス文書の基本②　企画書
3 会社活動の基本①　会社の経営 3 統計・データの読み方
4 会社活動の基本②　業務の流れ 4 統計・データのまとめ方
5 会社活動の基本③　コンプライアンス 5 情報収集とメディアの活用
6 営業の進め方 6 企業数字の読み方：売上・コスト・利益
7 クレーム対応 7 ビジネスと法律：労働法
8 会議とプレゼンテーション 8 ビジネスと法律：社会保障
9 リーダーシップとメンバーシップ 9 ビジネスと税金
10 人のネットワーク 10 産業と経済の基礎知識
11 仕事の進め方①　情報活用 11 社会で活躍するための知識①　問題解決力
12 仕事の進め方②　情報セキュリティ 12 社会で活躍するための知識②　マーケティング
13 仕事の進め方③　マネジメントと計画 13 社会で活躍するための知識③　会社の数字
14 前期期末試験 14 後期期末試験
15 追試予備日 15 追試予備日
教員紹介

ビジネス知識2 2年生 4 村井和博

２０２０年度　　日本語ビジネスコース　授業案内

授業科目名 開講年次 単位数 担当者名

　概要

3級の知識を前提に、ビジネスの基本となるビジネス常識、企業活動、法務、マーケティングなどビジネ
スパーソンとして身につけておくべき知識を学びます。

　到達目標

ビジネス能力検定２級レベルの知識の習得を目指します。

受講要件 評価方法　

授業計画　及び　学習内容
前期 後期

生保会社、コンサルティング会社にて、マーケティング、貿易実務を担当。
現在、日本貿易実務検定協会講師として日本女子大学、東京スクールオブビジネス等で教壇に立つ。

期末試験及び平常点（出席状況・受講態度）を勘案して判
定します。

テキスト 参考書　

『ビジネス能力検定ジョブパス　２級テキ
スト』



開講曜日・時間帯

水曜日　4時間目

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7 販売店通訳、翻訳191～200、音読

8 8 販売店通訳、翻訳201～210、音読

9 9 販売店通訳、翻訳211～220、音読

10 10 販売店通訳、翻訳221～230、音読

11 11 販売店通訳、翻訳231～240、音読

12 12 販売店通訳、翻訳241～250、音読

13 13 販売店通訳、翻訳251～260、音読

14 14

15 15

教員紹介

中日通訳・翻訳 2年生 4 岩丸正範

２０２０年度　　日本語ビジネスコース　授業案内

授業科目名 開講年次 単位数 担当者名

　概要

音声と活字を利用して、中国語を日本語に通訳・翻訳する練習を行なう。
日本語でのシャドウイング練習も取り入れる予定。

　到達目標　

中国語の短文を日本語に通訳・翻訳する練習を通じて、中級レベルの自然な日本語表現を身につ
け、会話力および作文力の向上を目指す。

受講要件 評価方法　

敬語通訳、翻訳11～20、音読 飲食店通訳、翻訳141～150、音読

テスト結果および平常点（授業態度・出席率）で総合的
に評価します。

テキスト 参考書　

プリントを配布します。
通訳「すぐに使える接客日本語会話 大特訓」、翻訳
「シャドウイングで学ぶ中国語文法」他を使用予定。

授業計画　及び　学習内容
前期 後期

敬語通訳、翻訳1～10、音読 飲食店通訳、翻訳131～140、音読

飲食店通訳、翻訳91～100、音読

敬語通訳、翻訳21～30、音読 飲食店通訳、翻訳151～160、音読

敬語通訳、翻訳31～40、音読 飲食店通訳、翻訳161～170、音読

敬語通訳、翻訳41～50、音読 飲食店通訳、翻訳171～180、音読

敬語通訳、翻訳51～60、音読 飲食店通訳、翻訳181～190、音読

敬語通訳、翻訳61～70、音読

敬語通訳、翻訳71～80、音読

飲食店通訳、翻訳81～90、音読

水産会社、繊維貿易会社などの勤務を経て、国内の日本語学校および技能実習施設で日本語教師
を務める。初級からEJU、面接試験対策、生活指導、進学指導を担当。現在、国内複数の日本語学校
で教壇に立つ。

飲食店通訳、翻訳101～110、音読

飲食店通訳、翻訳111～120、音読

飲食店通訳、翻訳121～130、音読

期末テスト 期末テスト

追試予備日 追試予備日



開講曜日・時間帯

　
木曜日　1時間目

1 ニュース1　ディスカッション 1 ニュース4　ディスカッション
2 エッセイ1　ディスカッション 2 エッセイ4　ディスカッション
3 新聞記事1　ディスカッション 3 新聞記事4　ディスカッション
4 物語1　内容をまとめる練習 4 物語4　内容をまとめる練習
5 評論1　ディスカッション 5 評論4　ディスカッション
6 ニュース2　ディスカッション 6 ニュース5　ディスカッション
7 エッセイ2　ディスカッション 7 エッセイ5　ディスカッション
8 新聞記事2　ディスカッション 8 新聞記事5　ディスカッション
9 物語2　内容をまとめる練習 9 物語5　内容をまとめる練習
10 評論2　ディスカッション 10 評論5　ディスカッション
11 ニュース3　ディスカッション 11 ニュース6　ディスカッション
12 新聞記事3　ディスカッション 12 新聞記事6　ディスカッション
13 物語3　内容をまとめる練習 13 物語6　内容をまとめる練習
14 評論3　ディスカッション 14 評論6　ディスカッション
15 前期定期テスト 15 後期定期テスト

教員紹介

新聞・ビジネス誌
購読演習2

2年生 4 蔡梅花

２０２０年度　　日本語ビジネスコース　授業案内

授業科目名 開講年次 単位数 担当者名

　概要

新聞記事、評論、エッセイ、物語など様々なジャンルの文章を読みながら、既習の語彙、文法を
確認し、内容をまとめる練習とディスカッションを行う。

　到達目標　

日本語の文章を正確に理解する力と表現力を養成する。

受講要件 評価方法　

授業計画　及び　学習内容
前期 後期

担当教員は中学校の教員として勤務した経験を有し、埼玉大学博士課程で日本語学を専攻し、
日本語教師の資格を取得した。北京師範大学で研修した後、日本語学校での勤務を経て大学の
非常勤講師を務めている。

定期試験、授業態度、授業参加度によって総合的に
判断する。

テキスト 参考書　

オリジナル生教材



開講曜日・時間帯

木曜日　2時間目

1 4/9　ホテル運営管理1 1 10/8　宴会業務1
2 4/16　ホテル運営管理2 2 10/15　宴会業務2
3 4/23　ホテル運営管理3 3 10/22　宴会業務3
4 4/30　ホテル英語 4 10/29　ホスピタリティの感性を磨く＜2＞
5 5/7　宿泊業務1 5 11/5　調理業務1
6 5/14　宿泊業務2 6 11/12　ホスピタリティの企業事例　
7 5/21　ホテル、レストランビジネス概要 7 11/19　調理業務2
8 5/28　宿泊業務3 8 11/26　調理業務3
9 6/11　飲料業務1 9 12/3　検定2級模擬試験1
10 6/18　飲料業務2 10 12/10　検定2級模擬試験1・回答解説
11 6/25　はじめに　接遇・作法とはetc 11 12/17　ホスピタリティの自己表現＜1＞
12 7/2　飲料業務3 12 1/7　検定2級模擬試験2
13 7/9　飲料業務4 13 1/14　検定2級模擬試験2・回答解説
14 7/16　ホスピタリティとは＜1＞ 14 1/21　ホスピタリティの自己表現＜2＞
15 8/27　ホスピタリティとは＜2＞ 15 1/28　【特別講義】食文化1
16 9/3　ホスピタリティの感性を磨く＜1＞ 16 2/4　【特別講座】食文化2
17 9/10　前期試験 17 2/18　期末試験
18 9/17　追試 18 2/25　追試
教員紹介

ホテルビジネス
実務検定対策

2年生 4 岡田・山田

２０２０年度　　日本語ビジネス学科・日中通訳翻訳学科　授業案内

授業科目名 開講年次 単位数 担当者名

　概要

一般財団法人　日本ホテル教育センターの基礎編2級の該当５科目を指導する

　到達目標　

2021年3月初旬のホテルビジネス検定試験・ベーシック２級合格を目指す

受講要件 評価方法　

授業計画　及び　学習内容
前期 後期

山田先生はＨ検定対策講師のスペシャリストで、数々のホテルマンの育成に携わり、現在もオープンを控えるホテルの
社員研修講師として勢力的に活動。また岡田先生はホテル、レストラン、ブライダル業界で長く活躍され、天皇皇后陛
下、皇族、各国賓客のサービスの指揮をするなど、おもてなしのプロフェッショナル。現在、ホスピタリティ・マネジメントの
普及に尽力している。

基礎編2級該当５科目
5科目終了時に20問程度のミニテストを行い
最初の３科目平均を上期、2科目を下期に評価する

テキスト 参考書　

日本ホテル教育センター認定
ホテルビジネス（基礎編）

各科目の中身を自作パワーポイント
スライドショーで説明



開講曜日・時間帯

木曜日　3時間目

1 N2単語２５００　1①　PWD１回1 1 N2単語２５００　５①　PWD１0回
2 N2単語２５００　１②　PWD２回 2 N2単語２５００　５②　PWD１１回
3 N2単語２５００　２①　PWD３回 3 N2単語２５００　６①　PWD集中
4 N2単語２５００　2②　PWD4回 4 N2単語２５００　６②　PWD１２回
5 N2単語２５００　３①　PWD5回 5 N2単語２５００　７①　PWD１３回
6 N2単語２５００　３②　PWD６回 6 N2単語２５００　７②　PWD１4回
7 N2単語２５００　3③　PWD７回 7 N2単語２５００　8①　PWD　15回
8 復習テスト、PWD　集中トレーニング 8 復習テスト　PWD集中トレーニング
9 直前対策　文字、語彙、文法　１回 9 N2単語２５００　9①　PWD16回
10 直前対策　文字、語彙、文法　2回 10 N2単語２５００　9②　PWD17回
11 直前対策　文字、語彙、文法　3回 11 N2単語２５００　10①　PWD18回
12 直前対策　文字、語彙、文法　4回 12 N2単語２５００　１0②　PWD19回
13 N2単語２５００　４①　PWD8回 13 N2単語２５００　11①　PWD２０回
14 期末テスト 14 期末テスト
15 N2単語２５００　４②　PWD9回 15 N2単語２５００　１1②　PWD2１回
教員紹介

日本語演習6 2年生 4 長谷川朋子

２０２０年度　　日本語ビジネスコース　授業案内

授業科目名 開講年次 単位数 担当者名

　概要

1　日本で就職し、働くための語彙力を身に着け、聞き取り、話すことができるようにする。
2　前半はN2の語彙を中心に学ぶ。

　到達目標

日本で働くためのコミュニケーション力を身に着ける。

受講要件 評価方法　

授業計画　及び　学習内容
前期 後期

担当教員は、日中貿易に従事して、ビジネスにおいて、中国語を用いてきた。また、日本語教師
の資格を有し、日本語教育にも従事してきた。日本語教育の実務経験に基づいて、日本語の語
彙を中心に、日本人とのコミュニケーションがとれるように授業を展開する。

テスト結果および平常点（授業態度・出席率）で総合的
に判定します。出席していても授業に参加していない場
合は、平常点をマイナスします。

テキスト 参考書　
『はじめての日本語能力試験
N2単語2500』をメインテキスト
として使用します。そのほかは
プリントを配布します。



開講曜日・時間帯

木曜日　4時間目

1 1 簿記の意義と仕組み （貸借対照表、損益計算書作成の意味）

2 2 仕訳の役割り（取引の8要素を知る。仕訳帳記帳、入力）

3 3 元帳への転記（元帳記帳）

4 4 現金、預金取引（現金出納帳、小口現金出納帳などの作成）

5 5 仕入、売上、繰越商品（仕入帳、売上帳の記帳）

6 6 商品売買取引（商品有高帳の作成、売上原価の計上）

7 7 売掛金、買掛金（売掛金元帳、買掛金元帳の作成）

8 8 その他の債権債務（立替金、預り金、未払金、未収金などの会計処理）

9 9 手形取引（受取手形、支払手形の仕訳、手形記入帳）

10 10 有形固定資産（減価償却、固定資産台帳）

11 11 貸倒損失と貸倒引当金（差額補充法による引当金計上）

12 12 資本取引（剰余金、準備金、資本金の処理）

13 13 収益と費用（収益と費用の会計処理）

14 14 税金（費用計上される税金の処理）

15 15 財務諸表（貸借対照表、損益計算書の作成）

教員紹介

簿記（後期） 2年生 2 宮崎

２０２０年度　　日本語ビジネスコース　授業案内

授業科目名 開講年次 単位数 担当者名

　概要

実社会で役に立つように、簿記上の取引の仕訳から決算までの一連の流れを知り、各帳簿への
記帳、財務諸表の作成方法を学びます。

　到達目標　

貸借対照表や損益計算書の作成に至るまでの仕訳や各帳簿への記帳練習を通じて、実社会で
役立つ会計知識を身に付けることを目標にします。

受講要件 評価方法　

授業計画　及び　学習内容

大学院修士課程終了後、専門学校、大学にて、簿記会計の講座を担当。就職支援事業や日
曜簿記講座においても「基本から学べる簿記講座」を開講。

特になし
授業中の小テスト、定期テスト、授業態度・意欲などを総合的に
判断していきます。

テキスト 参考書　

『中央経済社　検定簿
記ワークブック商業簿記

3級』

後期前期



開講曜日・時間帯

金曜日　2時間目

1 描写問題 1 描写問題
2 表現力問題 2 表現力問題
3 聴解問題 3 聴解問題
4 描写問題 4 描写問題
5 聴読解問題 5 第２回目　試験
6 文法・語彙問題 6 聴読解問題
7 表現力問題 7 文法・語彙問題
8 描写問題 8 表現力問題
9 表現力問題 9 描写問題
10 第１回目　試験 10 表現力問題
11 聴解問題 11 聴解問題
12 描写問題 12 描写問題
13 聴読解問題 13 聴読解問題
14 文法・語彙問題 14 総まとめ
15 表現力問題 15 第３回目　試験
教員紹介

日本語演習8 2年生 4 劉哲宗

２０２０年度　　日本語ビジネスコース　授業案内

授業科目名 開講年次 単位数 担当者名

　概要

ビジネスに限らず、仕事を成功させるために、円滑なコミュニケーションは重要なカギとなる。

　到達目標

１．日常のビジネス場面において、日本語によるコミュニケーションの機能を高める。２．日本の
ビジネスや商習慣に対し、日本語を使って適切に行動する能力を勉強する。

受講要件 評価方法　

授業計画　及び　学習内容
前期 後期

外国人学習者が苦手にしているところを熟知し、それらをわかりやすく、説明していく。

試験（年３～４回）予定。授業態度、出席

テキスト 参考書　

『BJTビジネス日本語能力
テスト　体験テストと解説』

特になし。



開講曜日・時間帯

金曜日　3時間目

1 Word 文章デザイン実習① 1 Power Point 自由課題の作成（情報収集）
2 Word 文章デザイン実習② 2 Power Point 自由課題の作成
3 Excel 演習（クロス集計）① 3 各自プレゼンテーション　発表／評価
4 Excel 演習（クロス集計）② 4 Webページプログラミング・webサイト
5 Excel 演習（データベース機能） 5 . HTML の構造と基礎知識
6 Power Point の概要 6 . HTML コマンド①
7 . スライドの挿入 7 . HTML コマンド②
8 . スライド・表・行列操作 8 . 演習課題①
9 . スライド・グラフ作成 9 . CSS の理解①
10 . スライド・画像挿入，ワードアート 10 . CSS の理解②
11 . アニメーションの設定・スライド切り替え 11 . 演習課題②
12 . 指定課題でPP作成 12 . JavaScript①
13 . オリジナル企画書の作成（情報収集） 13 . JavaScript②
14 . オリジナル企画書の作成 14 . 演習課題③
15 Power Point 実技試験 15 総合実技試験

教員紹介

情報処理2 2年生 4 秋山美樹

２０２０年度　　日本語ビジネスコース　授業案内

授業科目名 開講年次 単位数 担当者名

　概要

企画の説明、研究等の調査の発表など、様々な場面で適切なプレゼンテーションを行うことが
できる技術、知識の向上。

　到達目標

　問題解決の一つの手段として、不自由なく情報機器を使う方法を知る。

受講要件 評価方法　

授業計画　及び　学習内容
前期 後期

情報システムの業務に従事しており、ＬＡＮの構築及びイラストレータ等のDTPにも精通しておりま
す。　また、日本における理科と情報の教員免許を有し、長年教育に携わっています。

1年次受講・情報処理1の理解 毎回の授業での提出物および定期試験結果

テキスト 参考書　

プリント


